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治
タイプライタ
特別養子縁組
の離縁

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本　１通
事件本人の戸籍謄本、事件本人の除籍謄本　各１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　一郎

治
タイプライタ
ヤマダ　イチロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
自営業

治
タイプライタ
事
件
本
人
　
養
親
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治
タイプライタ
事件本人（養父）と事件本人（養子）とを離縁するとの審判を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人は、事件本人（養子）の実父です。
２　申立人は、事件本人（養子）の実母＊＊＊＊と、平成＊＊年＊＊月＊＊日
、親権者を母と定めて協議離婚し、事件本人（養子）は、実母に監護養育され
ていました。
３　実母は、平成＊＊年＊＊月＊＊日、事件本人（養父）と婚姻し、事件本人
（養子）は、事件本人（養父）と同居するようになりました。
４　平成＊＊年＊＊月＊＊日、事件本人（養子）を事件本人（養父）の特別養
子とする審判が確定しました。
５　平成＊＊年＊＊月＊＊日、実母が死亡しました。
６　平成＊＊年＊＊月＊＊日頃より、事件本人（養父）は、事件本人（養子）
を置き去りにして所在不明となりました。後日、表記住所に住んでいることが
わかりました。
７　事件本人（養子）は、養護施設＊＊＊＊に収容されていましたが、事件本
人（養父）は、事件本人（養子）を引き取ることを拒絶しています。
８　申立人は、同園からの連絡により事件本人（養子）が同所で生活している
ことを知り、引き取ることを決めました。
９　事件本人（養子）は、平成＊＊年＊＊月＊＊日から、申立人方で生活して
います。申立人は、現在（株）＊＊＊＊に勤務し、月収＊＊万円あり、生活は
安定していますので、本申立をいたします。




